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Venter of abdominal extremity in the lepidopterous larvae, and its singular structure 
of the geometrid larva 
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Abstract The “subanal area”, venter of abdominal extremity of lepidopterous larvae is 
composed of eleventh segment or 10th+11th segments and this composition differs according 
to families. However, in the Geometridae, subanal area is composed of 9th, 10th and 11th 
segments, and a seta situating on this area is recognized as V seta of 9th segment. 
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は じ め に 


筆者 は さき に 鏡 次 類 幼虫 の 尾 脚 刺 毛 の 相同 性 を 調べ , 一 般 に SV な ど 尾 脚 の 外面 に 生じ る 刺 毛 が 移行 し 
て いな けれ ば, 内 面 に は MV。 と V の 2 本 の 刺 毛 と 1 個 の 感覚 点 が 存在 する こと を 明らか に し た (中 
Hl, 1992), その 際 シ ャ ク ガ 科 幼 虫 で は 尾 脚 刺 毛 が 一 般 の 鱗 期 類 に 比べ , 外面 に 少な く と も 1 本 多く 生 
じ る こと も 述べ て いる . し か し この 科 で は その 他 に な お 内 面 に も 1 本 多く 刺 毛 が み ら れ , 内 面 に 3 本 の 
刺 毛 が 認め られ る こと を 知っ た . だ が よく 調べ る と この 過剰 な 1 本 の 刺 毛 は , 他 の 尾 脚 刺 毛 と は その 生 
じ る 位置 が か や や 異な る こと が 分 か っ た . すなわち この 刺 毛 は 尾 脚 その も の で は な く , 左右 の 尾 脚 の 間 に 
存在 する 腹 板 上 に 生じ し て いる の で ある . 従 っ て 上 記 報 文 で は 内 面 に ある 1 本 の 過剰 刺 毛 に つい て の 論議 
は 割愛 し て いる . 本 文 で は まず この 過剰 刺 毛 が 他 の 体 節 の どの 刺 毛 と 相同 する も の か 決定 し , 併せ て 腹 
板 を 構成 する 体 節 た つい て 考察 し た , 


材料 と 方 法 


以下 に 述べ る 腹 板 体 節 の 状態 の 検討 に は , 野外 か ら 採 取 し た 幼虫 を 熱 水 た に 投じ て 殺し , これ を 完全 に 乾 
燥 させ て か ら 実 体 顕微 鏡 下 で 照明 を 各 方 向 か ら 当て な が ら 観 察し た . 乾燥 が 不 充分 な 場合 は 観察 が 困難 
な こと が 多い . アル ュー ル 溢 浸 標 本 で も 乾燥 を 充分 に 行え ば 観察 し 得 た いと と は な い が , 古く 固化 し た 
標本 は 不適 当 で ある . AR ME (1935) は スン プ 法 に よる レプ リカ に よっ て 調べ て いる が , 本 調査 で 
は 用 いな か っ た . 





“ 下 肛 域 ? に つい て 


幼虫 で 左右 の 尾 脚 の 問 に 挟ま れる 腹 板 部 分 は , 通常 尾 脚 が 体 軸 に 対し 多少 と も 斜 に 位置 する の で , 肛門 
直下 か ら 三 角 状 に 拡がっ て いる . し か し 原始 的 な 幼虫 で は 左右 の 尾 脚 が 腹 中 部 で つなが っ て お り , 腹 板 
部 分 は 存在 し な いか , あっ て も 極め て 小さ きい. この 腹 板 部 分 を Crumb (1956) は subanal area と 呼ん 
だ ( 朱 ・ 方 ・ 王 (1965) は 肛 下 片 と 訳し て いる が , 以下 本 文 で は “ 下 肛 域 ” と 称す る ). これ は 恐らく 
Snodgrass (1935) が 用 いた median membraneous area と 同義 語 で は な いか と 思わ れる . た だ 彼 は 第 
11 腹 節 を 解説 し た な か で “ 周 肛 部 (paraprocts) の 腹 縁 は 通常 その 基部 が median membraneous area 
と 結合 し て いる ” と 述べ て いる に 過ぎ な いた め , 明確 で は な い . 
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Figs. 1-4. The abdominal extremity of geometrid larvae, ventral view. 1. Alcis angulifera 
(Butler) (Ennominae). 2. Eulithis ledereri (Bremer) (Larentiinae). 3. Comibaena 
procumbaria (Pryer) (Geometrinae). 4. Pylargosceles steganioides (Butler) (Sterrhinae). 
The series of punctures shows the boundary of segment. 

Fig.5. Do, Acropteris iphiata (Guenée) (Uraniidae). 

Fig.6. Do, Glyphodes bipunctalis Leech (Pyralidae). 

Abbreviation. A8-A11 : 8th-11th abdominal segments, HP: hypoprocts, P: puncture, PP: 
paraprocts, SA: subanal area. Setal name see Nakamura (1992) but the names adding 
before “9” mean the setae on the ninth abdominal segment and “8” mean that on the 
eighth segment. 


Crumb は 下 肛 域 の 形状 に よっ て 全て の ヤ ガ 科 幼 虫 を 2 つの グル ー プ に 分 けた . 1 つの 型 は larva libe- 
rae (分 離 型 幼 虫 ) で , 下 肛 域 と 肛門 部 分 と が 直接 つなが ら ず , この 下 肛 域 の 先端 が 尾方 に 突出 する か 
三角 雛 状 の 隆起 と な る . また と の 下 肛 域 は 両 尾 肢 間 に 挟ま れ た 部 分 (=) 全て を 占め (Fig.8), こ 
の 形式 は ケン モン ヤ ガ , タバ コガ , コ ヤ ガ , セ ダ カ モク メ , フサ ヤ ガ , アツ ッ バ の 各 亜 科 に み ら れ る と い 
5. いま 1 つの 型 は larva confluentae (融合 型 幼虫 ) と 呼ば れ , 腹 板 末端 と 肛門 部 分 と が 融合 し , また 
この 下 肛 域 は 両 尾 脚 間 に 挟ま れ た 部 分 の 一 部 を 占め る に 過ぎ ず (Fig D, 上 記 以 外 の 亜 科 に 認め られ 
る . た だ 筆者 が 検 し た 材料 に よる 限り , この 特徴 で は Crumb の いう 如く ヤ ガ 科 を 明瞭 に 各 亜 科 に 区 別 
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Figs. 7-9. The abdominal extremity of noctuid larvae, ventral view. 7. Sypnoides fumosa 
(Butler) (larva confluentae, sensu Crumb, 1956). 8. Aletia impura (Hiibner) (larva liber- 
ae, sensu Crumb, 1956). 9. Corgatha nitens (Butler) (with lateral view). 

Fig.10. Do, Wilemanus bidentatus (Wileman) (Notodontidae). 

Fig.11. Do, Calliteara conjuncta (Wileman) (Lymantriidae). 

Fig. 12. Do, Malacosoma neustria (Linnaeus) (Lasiocampidae). 
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する こと は 難し い 様 に 思う . また この 腹 板 部 分 に は シャ ク ガ 科 と は 違い 刺 毛 は 全く 存在 し て いな い . 

一 方 シャ ク ガ 科 幼 虫 で は , この 両 尾 肢 間 に 挟ま れ た 腹 板 部 分 の 先端 は 鋭い , また は 鈍 頭 の 肉質 突起 と 
な っ て いる , これ は 同 科 で は 普遍 的 に み ら れ る 特徴 で ある (Figs. 1-4). Singh (1953) は この 突出 部 に 
つい て 注意 を 払い , この 部 分 を “subanal plate" と 称し た . し か し 彼 が この subanal plate と し た 語 は , 
後に Crumb が 定義 し た subanal area と 同じ も の か , ある い は 突出 部 分 の み を 指し た の か は 文面 か ら で 
は 明確 に 読み 取れ な い . ここ で は 一 応 subanal plate を 突出 部 分 を 含め , 両 尾 肢 間 に あ る 腹 板 全 体 ( す 
な わ ち 下 肛 域 ) を 指す も の と 考え た . また 彼 は 下 肛 域 が 腹部 の 第 何 節 に 属す る 部 分 で ある か に つい て も 
言及 し て いな い . 服部 (1969) も この 部 分 に つい て 触れ , “第 10 節 の 腹面 尾 端 " と 表現 し て いる . し か 
し と れ は 単に 尾 脚 に 挟ま れ た 部 分 で ある と と か ら こ の 様 に 述べ た も の と 思う . こ の 突出 部 は 通常 下 肛 域 
の 他 の 部 分 と 異な り , 表 度 に 特有 の 刻 線 が み ら れ る も の で ある . 

と うい っ た 下 肛 域 先端 の 突出 は シャ ク ガ 科 の 他 カ レ ハ ガ 科 に も み ら れ る (Hig.12)、 た だ カレ ハ ガ 科 
で は シャ ク ガ 科 に み ら れ る 如き 鋭い 突出 部 は 形成 せ ず , また 表皮 上 の 刻 線 も 認め られ な い . この カレ へ 
ガ 科 の 下 肛 域 突 出 部 に つい て は , Stehr (1987) が “anal point? と 称し , これ を 有 有 しない 近 継 の 
Apateloidae と の よい 区 別 点 に な る と 記述 し て いる . こう いっ た 例 は シャ ク ガ 上 科 に も み ら れ る . 例え 
ば Fig.5 に シャ ク ガ 科 と 非常 に 近 縁 と され る ツバ メガ 科 に つい て 図示 し た , し か し 下 肛 域 は 極 く 小さ 
く て 突出 部 は 認め られ な か っ た (フタ オガ 亜 科 も 同様). 


腹部 末端 節 の 体 節 の 状態 


これ まで 鱗 贅 類 幼虫 の 腹部 末端 節 (第 9-11 節 ) 腹 板 の 実 際 の 形状 に つい て 記載 され た 文献 は ほとん ど 
な く , 筆者 は 僅か に 八木 ・ 河 田 (1935) の 報 文 を し る の み で ある . この 論 著 に よる と , 鱗 次 類 幼虫 の 体 
SOK, 殊 に 末端 節 の も の は 外見 上 甚だ 不明 瞭 で ある が , 表 度 上 に 小さ く 浅 い 紛 み の 列 と し て 認め られ 
る 筋肉 付着 点 列 の 存在 に よっ て 確認 出来 る . そし て この 点 列 に 基づい て 調べ る と , 第 9-10 腹 節 の 状態 
に は 3 つの タイ プ が 認め られ る と いう . すなわち 第 1 の タイ プ は 第 10 fs eo EX UE fS 
に 走る . 第 2 の タイ プ は 第 10 腹 節 が 腹 中 部 に お いて 少し く 第 9 腹 節 側 へ 容 入 する が , BAH 9 腹 節 
DV 刺 毛 の 位置 を 越 を な い (八木 ・ 河 田 は メイ ガ 科 を 第 1 の タイ プ と し て いる が , 少な く と も 筆者 が 調 
べた 種類 は この タイ プ に 属す る も の で あっ た . Fig.6). 第 3 は 同じ く 腹 中 部 で , 第 10 腹 節 が 第 9 腹 節 
の V 刺 毛 の 位置 を 越え て 頭 縁 近 くま で 深く 鷹 入 す る . そし て ほとん どの 大 此 類 の 幼虫 は この 第 3 の タ 
イプ に 属し て いる ,. また 人 和信 木 ・ 河 田 は 蝶 類 を 第 2 の タイ プ と し た が , 筆者 が 調べ た と と ころ で は アゲ ハチ ョ 
OE, タテ ハチ ョ ウ 科 は 第 1 セセリ チョ ウ 科 は 第 2 の タイ プ で あっ た . 

勿論 シャ ク ガ 科 は この 最後 の タイ プ の も の と され る が , 筋肉 付着 点 列 を 調べ る と 他 の 科 の 幼虫 と は 著 
し く 異 な っ て いる こと が 分 か っ た . この 科 の 第 9 腹 節 は 尾 脚 の 頭 綴 か ら 内 縁 に 沿っ て 一 旦 尾 方 へ 深く 秦 
AL ( 他 の 科 に お いて も 多少 の 秦 入 は し ば し ば 認め られ る ), その 上 で 腹 中 部 近く で 反転 し て 頭 方 へ 奏 
入 す る の で ある . 従っ て 第 9 腹 節 が 下 肛 域 の 中 央 付近 を 斜 に 横切る こと と な る . 文頭 に 記し た シャ ク ガ 
科 に お ける 尾 脚 内面 に ある 過剰 刺 毛 は , 下 肛 域 の うち で も 明らか に 第 9 腹 節 と 認め られ る 部 分 に 生じ て 
いる の で , 第 9 腹 節 の V 東毛 で ある こと は 明白 で ある . 

し か し シャ ク ガ の み 第 9 腹 節 が 尾 脚 の 裏側 まで 深く 容 入 し , V 刺 毛 が この 様 な 奥深 い 位置 に 移行 し 
た 理由 は 詳 か で な い . これ は 腹 脚 が 退化 し , いわ ゆる シャ クト リ 状 歩行 を する こと と 関連 が ある の か も 
し れ な いと 考え られ た . この 様 な 歩行 を する 場合 体 貞 を 一 度 上 方 に 持ち 上げる こと に な る た め , 筋肉 を 
出来 る だ け 後 方 に 集め 尾 脚 の 把 所 保持 力 を 補強 する 必要 が ある の で は な いか と 解釈 し た の で ある . し か 
し 似 た 様 な 歩行 様式 を と る コ ヤ ガ 亜 科 (Fig. 9) や キン ウッ バ 亜 科 で は 第 9 腹 節 の 尾方 へ の 容 入 は 認め 
られ ず , 従っ て V 刺 毛 も 通常 の 位置 に あっ た . 

また 休息 時 に 尾 脚 を 上 方 に 挙げ て 静止 する 習性 を 有する ト ガ リバ ベガ 科 の 種類 で は , 下 肛 域内 に 1 本 の 
刺 毛 が 認め られ る . た だ し 下 肛 域 で も この 刺 毛 が 生じ て いる 場所 は 第 10 腹 節 で あっ た . 従っ て シャ ク 
ガ 科 と は 異な り , この 刺 毛 は 尾 脚 の SV。 で ある (Fig.14). 或 は こう いっ た 種 で は , BHO SV, 刺 毛 が 
機能 的 に シャ ク ガ 科 に お ける 第 9 腹 節 の V 刺 毛 と 同じ で ある と も 考え ん えら れる. いずれ に せよ 歩行 様式 
な ど と 筋肉 の 後方 へ の 集中 と は , 直接 の 関連 は な い 様 で ある . な お ニ ジ ュ ウシ トリ バ ガ 科 で は 下 肛 域 内 
の 第 10 腹 節 に SV, と SV, の 2 刺 毛 が 認め られ た . 
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Fig. 13. The abdominal extremity of Sarbanissa subflava (Moore) (Agaristidae), ventral view. 

Fig. 14. Do, Habrosyne dieckmanni roseola Matsumura (Thyatiridae). 

Figs. 15-18. Do, some species of Microlepidoptera, ventral view. 15. Archips audax Razows- 
ki (Tortricidae). 16 Nipponopsyche fuscescens Yazaki (Psychidae). Note the setal 
position. 17. Illiberis rotundata Jordan (Zygaenidae). 18. Plutella xylostella (Linnaeus) 
(Yponomeutidae). 

Fig.19. Do, Theretra japonica (Boisduval) (Sphingidae) (with lateral view). 
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下 肛 域 を 構成 する 体 節 


前 章 に 筋肉 付着 点 列 の 追跡 に よ り , 実際 の 体 節 の 境 が 判明 する こと を 記し た が , この 点 列 の 状態 か ら 下 
肛 域 を 構成 する 体 節 が 第 何人 節 に 相当 する も の か 調べ て みた . 常識 的 に 考え れ ば この 部 分 は 第 10 腹 節 で 
DAECHS, 事実 マダ ラガ 科 , イラ ガ 科 , ハマ キ ガ 科 , ミノ ガ 科 , キバ ガ 科 , ADE, ニ ジ ュ ウン シト 

リバ ガ 科 , マ ド ガ 科 , メイ ガ 科 な ど 多 く の 小 峨 類 (例え ば Figs.6, 13-16) や アゲ ハチ ョ ウ 科 , タテ へ 
チョ ウッ 科 で は 第 10 腹 節 か ら 構 成 さ れ て いた . 

一 方 例え ば ヤ ガ 科 (融合 型 , 分 離 型 い ずれ の 幼虫 と も ), ヒト リガ 科 , シャ チ ホ ュ ガ 科 (Fig.10), 3 
ズ メ ガ 科 (Fig.19)) セセリ チョ ウ 科 な ど は , 周 肛 部 ある い は この 部 分 が 突出 し て 出来 た 亜 肛門 突起 
(hypoprocts) の 基部 か ら 筋 肉 付 着 点 列 が 延び て 下 肛 域 の ほほ 全域 を 明 ん で いた . 中 村 (1992) は この 
周 肛 部 が 第 11 腹 節 で あり , ここ か ら 生 じ る 刺 毛 を 第 11 腹 節 の も の (ESV) と し て 取り 扱っ て いる . A 
肛 部 は 下 肛 域 の 尾 端 部 分 に 接し て , 左右 に 拡がっ て いる 領域 で ある . こ の こと は 高等 な 鱗 閉 類 の 多く は , 
下 肛 域 が 第 11 腹 節 の みか ら な る こと を 示す も の で ある , 

と ころ が シャ ク ガ 科 , ト ガ リバ ガ 科 , ドク ガ 科 , カレ ハ ガ 科 な ど で は , この 点 列 が 下 肛 域 の 中 央 付近 
を 横切っ て お り , この 部 分 が 第 10, 11 の 両 館 か ら な っ て いる こと を 示し て いる . 殊 に シャ ク ガ 科 で は 
前 記し た 如く 第 9 腹 節 $ 下 肛 域 の 一 部 を 占め る の で , 第 9-11 の 3 腹 節 で 複雑 な 形状 を な し て いる . こと 
こ に 興味 ある こと は , シャ ク ガ 科 に 近 終 と され る ッ マ ベ バ メ ガ 科 (Fig.5) う や ヤ ガ 科 に 極 く 近い トラ ガ 科 (Fig. 
13) で は , いずれ も 第 10 腹 節 の みか ら 構 成 さ れ て いた こと で ある , これ か ら 考 える と , 下 肛 域 を 構成 
する 体 節 の 状態 は 類縁 関係 と は 直接 結び つい て いな いこ と が 理解 出来 る . い ずれ に し て も 多く の 科 の 幼 
Hc, 尾 脚 を 含む 第 10 腹 節 は 腹 中 部 に お いて 左右 の 体 節 が 極め て 幅 狭い 部 分 で つなが っ て いる と と に 
な る . な お 尾 脚 内 面 に ある 感覚 点 は , 筋肉 付着 点 列 の 状態 か ら み る と いずれ も る 第 10 腹 節 内 に 存在 する 
こと が 判明 し た 。 従っ て 中 村 (1992) の 述べ た , この 感覚 点 が 第 11 腹 節気 門 痕 で は な いか と の 見 解 は 
訂正 され な けれ ば な ら な い . 














第 9 腹 節 の 構造 


八木 ・ 河 田 (1935) は 筋肉 付着 点 列 を 第 9, 10 腹 節 間 の 腹 中 部 に つい て 調査 し て いる が , この 点 列 は グ 
ルー プ に よっ て は 体側 部 に お いて も か な り 特 異な 配列 を し て いる . Fig.9 に 示し た ヤ ガ 科 や ヒト リガ 科 
ある い は ハマ キ ガ 科 な ど 幾 つか の 科 で , 第 10 腹 節 が 腹 中 部 の 他 に も SV è LABOR CHANBAL 
て いる こと を し っ た . 反対 に 第 9 腹 節 の SV と V 刺 毛 の 間 で は 第 8 腹 節 が 尾方 へ 盗 入 し , この 部 分 は 非 
常に 複雑 な 状態 と な っ て いる . 

シャ ク ガ 科 幼 虫 で は こう いっ た 点 列 の SV-L 刺 毛 間 で の 窒 入 は 認め られ な か っ た が , 少な く と も ナ 
ミシャ ク 亜 科 や ヒメ シャ ク 亜 科 な どの 一 部 の 種 で は , 第 9 腹 節 が SV 刺 毛 の 付近 で 一 旦 和 途切れ て いる . 
従っ て この 途切れ た 点 で は , 第 8 腹 節 と 第 10 腹 節 と が 直接 つなが っ て いる こと と に な る (Fig.4). Stehr 
(1987) は シャ ク ガ 科 幼 虫 の 記述 の な か で “第 9 腹 節 の D, Di, SD,, Li, SV は 殆ど 縦 一 線 に 配列 し て お 
0, V, は 小さ く て 腹 中 線 に 極 く 近 く 位 置 す る か , 欠如 し て いる ” と 述べ て いる が , これ は 明らか に 第 8 
腹 節 の SV や V を 第 9 腹 節 の 刺 毛 と 見 誤っ た も の に 違い な い . 

また スズ メガ 科 に お いて は 尾 脚 の 基部 で 背 ・ 腹 板 の 境 付近 , 詳し くい うと 基 節 域 と 亜 基 節 域 と の 間 で 
第 9-10 腹 節 を 分 ける 点 列 が 第 8 腹 節 内 に 折れ 曲がる . この た め 第 9 腹 節 は 背 板 が この 位置 で 第 8 腹 節 
内 に 喰い 込み , 背 板 と 腹 板 と が 和 斜 交 い の 状 態 と な る (Fig.19). 従っ て この 場合 も 第 8 腹 節 と 第 9 腹 節 
の 刺 毛 が 縦 に 混在 し て 配列 し て いる 訳 で ある . この 様 な 第 9 腹 節 の 特異 な 構造 は , な お 他 の 科 の 幼虫 に 
も み ら れ る も の と 思わ れる が , 現在 充分 な 調査 は 行わ れ て いな い 、. 
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Summary 


Discussed was the singular structure of the venter of abdominal extremity (9th-11th segments) in 
Geometridae. The segmental boundary was determined as a series of small concavities after Yagi 
and Kawada (1935). The concavity shows the end of muscle attaching on the intersegmental fold. 
The 9th segment of this family extends caudad along the base of anal proleg and reverses cephalad 
near ventro-meson of the venter. Then this segment is across obliquely subanal area (sensu 
Crumb, 1956=median membraneous area, sensu Snodgrass, 1935=subanal plate, sensu Singh, 
1953=anal point, sensu Stehr, 1987) and V seta of ninth segment bears at this conversion 
point. On the other hand, the eleventh segment is transversely across at the base of the protuber- 
ance of subanal area. From this fact, the subanal area of the geometrid larvae shows a compli- 
cated pattern composed of three segments (9th-11th segments). 

The abdominal segments constituting the subanal area were examined in some families. Of 
these, in Zygaenidae, Limacodidae, Psychidae, Tortricidae, Alucitidae, Yponomeutidae, Gele - 
chiidae, Thyrididae, Pyralidae, Uraniidae, Papilionidae and Nymphalidae the subanal area is 
composed of only the 10th segment, in Thyatiridae, Lymantriidae and Lasiocampidae it is of the 
10th and the 11th segments and in Noctuidae, Arctiidae, Notodontidae, Sphingidae and Hesperiidae 
it is of only the 11th segment. | 

The 9th segment in some families is very curious in structure. For example, in some 
geometrid species the dorsum and venter touch a point near SV seta and in Sphingidae the dorsum 
and venter are situated obliquely each other. 
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